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ACCESSのビジョン：ユビキタス社会への貢献

Ubiquitous Web 時代の幕開け

あらゆる機器がネットにつながる時代の到来

ACCESS は、この分野を先進技術でリードし、市場を立ち上げる

グローバル企業を目指し、世界のデファクトを狙う

あらゆる機器を、ネットにつなぐこと

NETWORK
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NetFront シリーズ 出荷累計 5億台突破
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ケータイコンテンツ記述言語の標準化の流れ

WML

HTML

C-HTML

1990年代終わり

MML

HDML

WAP

W3C

←旧Phone.com独自仕様

←インターネットでは標準

携帯電話向けサブセットを策定し、ACCESS、
松下、NEC、富士通、三菱、ソニー共同提案

携帯電話
3キャリアが、

違う記述言語
を使用

au

docomo

J-Phone

インターネットとの親和性
オープンスタンダード

2000年代初 現在

C-HTML

記述言語としては、C-HTMLで
ほぼ全キャリア対応可能
但し、画像等のメディア、絵文字、
及び課金、認証は依存性がある。

PCサイト表示
は発展途上

フルブラウザでも
C-HTMLは読み込み可

フルブラウザへ

・1990年代終わり、通信速度、端末能力、画面制約によりPCと同等のブラウザ搭載が困難であり、
その中で、複数の記述言語が発生したが、インターネットとの親和性から現在は、C-HTMLが主流になった。

・上記過程で、オペレータのワンストップサービスにより、日本のケータイコンテンツは、世界的に先駆けたものと
なったが、通信速度、端末能力が向上し、オープンなインターネットが利用できる環境が揃いつつある中で、
同様のスタイルが良いかは議論が必要
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ワンストップサービス
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プラットフォームの選択と責任（１）

プラットフォームのオープン化に向けた議論では、

選択と責任については、 明確にしておく必要があると考える。

コンテンツ・
アプリケーション

レイヤー

プラットフォーム
レイヤー

通信
レイヤー

端末
レイヤー

コンテンツ・
アプリケーション

レイヤー

プラットフォーム
レイヤー

通信
レイヤー

端末
レイヤー

大手オペレータ

選
択

ユーザー

責任 責任

パソコンと同等の環境になった場合、ユーザーが責任を持つか
各プレイヤーがどのようなスタイルで責任を持つか検討が必要
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端末プラットフォームの必要性

これまでの開発スタイル

Browser

Mail

Java

Flash

DocViewer

IMS

…

3rd party コンポーネントをメーカ側が取り込む。
メーカ側の統合作業が大変。組み合わせの数

が指数関数的に増大。
開発コスト増大 → ペイしない状態。
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Software Platform が必要

Browser

Mail

Java

Flash

DocViewer

IMS

…

メ
ー
カ
独
自
ア
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ス
タ
マ
イ
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メーカは、統合された Platform を利用すること
で開発コストを減らし、開発期間を圧縮。メーカ
は本来フォーカスすべきところに資源を集中。

3
rdparty

com
m

unity

Platform の条件：
・Modern OS ベース。

・アプリ、ミドルもある程度そろっている。
・SDK, 3rd party の取り込み(Open OS)。
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共通プラットフォームとオペレータパック

オペレータ仕様の
メーカー個別開発
又は、オペレータ
プラットフォーム

オペレータ垂直統合型

共通プラットフォーム

オペレータ
パック

メーカー
差別化

共通プラットフォーム

移行

オープンシステム
＋ オペレータパック オープンシステム

オペレータスペック搭載に
向けた開発費が増大し、
維持が困難に。

共通プラットフォームと
オペレータスペックをセットに
することで、メーカーは差別化
部分に注力し、開発コストの
削減が可能となる。

グローバルで共通的に利用可能な
プラットフォームを流用することで
メーカーは海外展開が容易になる。

メーカー独自部分

流用/共通化

自由なアプリケーション
選択
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プラットフォームの選択と責任（２）

共通プラットフォーム

オペレータ
パック

メーカー
差別化

共通プラットフォーム

自由なアプリケーション
選択

オープンシステム
＋ オペレータパック オープンシステム

これ自体をユーザーにより
選択可能であることが重要これまでと同様に、

「安全・安心・簡単・便利」が、
パッケージで提供されるモデル

ユーザーが、自由に
ソフトウェアを選択して
搭載することができるモデル

提供者が保証をする ユーザーが責任を持つ
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まとめ

全体としては、オープンスタンダードなものを目指すべき。
ユーザーの多様性から下記２つのモデルは選択可能とすべき。

自由なアプリを選択できるモデル
安全・安心・簡単・便利をパッケージにしたモデル

共通プラットフォームとして
共通APIによる個別サービスが接続可能となる機能の提供
プラットフォームの利用における適正な費用負担

競争を促進する機能提供の実現
ベンダーは独自の付加価値の開発が可能
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Network

参考：ケータイブラウザ/ウィジェットにおける
Web APIと端末APIの位置づけ

ケータイサービス共通基盤

OS

移植層

端末 API

GPS
API

Camera
API

Sound
API

GPS
連携 Camera

連携
Sound
連携

地図
API

WEB検索
API

商品検索
API

Web API

地図情報
取得

WEB検索
データ取得

商品データベース
情報取得

ハードウェア

ケータイ端末内イメージ

動画配信
Service

地図
Service

ショッピング
Service

Web API

端末API

Service

この3点が重要な領域

Widgetsのイメージ

今後のケータイサービスの
キラーアプリになりうる可能性

Web APIと端末APIを利用することで、
Webサービスと端末機能のMashupが可能となる。
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ACCESS is 
mobilizing 
high quality 
communication 
and entertainment 
for connected 
users around 
the world.

ACCESS、ACCESSロゴ、NetFrontは、日本国、米国およびその他の国における株式会社ACCESSの商標または登録商標です。

Adobe、Flashは、Adobe Systems Incorporated（アドビ システムズ社）の米国ならびにその他の国における商標または登録商標です。

EZ チャンネルは、KDDI株式会社の商標または登録商標です。

FOMA、i-modeは株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモの商標または登録商標です。

Javaおよび全てのJava関連の商標およびロゴは、米国Sun Microsystems, Inc.の米国およびその他の国における商標または登録商標です。

その他、文中に記載されている会社名および商品名は、各社の商標または登録商標です。
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